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液 体 - リ ウム の転 位 模 型
























































で与えられる｡ここに〃は剛性率, リはポア ッソン比, rl は転位のまわりの歪場の有
効半径であり転位間距離程度の大きさをもち, r` は転位の真のエネルギーに等 しい弾




























47C(1- 〟) ro'-fl言 AWi･PAV ･(3 )
と書くことができる｡ ここにVは1モルの体曙,nは単位体積中の転位の全長, Aa'i
は転位の導入による振動数の変化,Pは圧力, dVは液相 と固相の 1モル当りの体積差





































































東工大理 比 企 龍 夫
固体-リウムは,その原子間ポテンシャルの特異性から考えて,格子振動が著 しく非
調和的であると想像される｡この特性はその音響的性質に大きく反映すると思われる｡
例えば,下図は音速の圧力変化のデータである(Vignosetal･:Phys･Rev･主AZ
(1966)185)｡ 一般に3次の非調和性 (ポテンシャルの変位についての3次の項ま
でかんがえる )の範囲では,音速は圧力に比例して変化 し,通常の結晶では実際そのよ
うになるが,固体- リウムでは更に高次の非調和性の考慮が必要なことをこのデータは
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